
【2025年最新】LiPro評価基準（オンライン家
庭教師） 

  
LiProではオンライン家庭教師のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査したオンライン家庭教師を確認 

調査実施期間 2025年2月4日～2月5日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1. 各オンライン家庭教師の公式サイトを確認 
2. 評価基準の項目について調査 
3. 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各オンライン家庭教師の公式サイトを確認 
調査するオンライン家庭教師の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 

1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「料金」「カリキュラム」「講師の質」「サポート内容（子供向け）」「サポート内容（保護者

向け）」）の5項目に関して、オンライン家庭教師の公式サイトの情報を調査しました。 



1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
「料金」「カリキュラム」「講師の質」「サポート内容（子供向け）」「サポート内容（保護者向け）」の5
項目において、1〜5までの評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

料金 
（月4回授業で

計算） 
20,000円以上 20,000円 15,000円 10,000円 5,000円以内 

カリキュラム 
ほとんど個別化

がなく、標準化さ

れた内容のみ 

一部個別化が可

能だが、柔軟性に

限界がある 

一部個別化が可

能だが、全体的

な構造は固定さ

れている 

かなり個別化さ

れているが、完

全な自由はない 

完全に個別化さ

れ、生徒の進度

に合わせて常に

調整可能 

講師の質 

初心者家庭教師

（指導経験のな

い学生や、教育

分野でのトレー

ニングを受けて

いない講師） 

一般の大学生（ 
初めて家庭教師

を行う大学生や、

指導経験が1～2
年程度の学生講

師） 

有名大学（名門

大学の現役生や

大学院生。受験

指導の経験があ

るが、プロとして

の長期的な経験

や資格は少な

い。） 

東大生（難関大

学出身で、プロ

家庭教師として

数年以上の経験

を持つ講師。特

定分野に強い講

師） 

プロフェッショナ

ル家庭教師（予

備校のトップ講

師、大学での非

常勤講師、また

は長年の実績を

持つプロの家庭

教師） 

サポート内容

（子供向け） 

授業は一方的

で、子供がつい

ていけているか

どうかの確認が

行われない。 

授業中に子供が

理解できるよう指

導するが、授業外

でのサポートや

フォローがほとん

どない 

子供が勉強に取

り組む環境は

整っているが、

やる気が落ちた

ときのフォローが

少ない 

サポートは時間

制限がある（メン

タルケアやモチ

ベーション維持

のための工夫も

あるが、全体的

なバランスでは

最上級のレベル

ほどではない） 

24時間いつでも

サポートあり・授

業外のサポート

あり（例：宿題の

確認やモチベー

ション向上のた

めのアクティビ

ティがある） 



サポート内容

（保護者向け） 

授業内容も一方

的で、親との連

絡もほぼない。 

親とのコミュニ

ケーションも少な

く、サポートが不

十分。 

親への連絡やサ

ポートは授業後

に簡単な報告が

ある程度。 

親との連絡や進

捗確認も十分に

行われる。 

学習の進捗状況

は定期的に確認

され、親に対して

も進捗報告が行

われる。 

2-1. 料金 
授業回数がオンライン家庭教師ごとに異なるため、月4回の授業で掲載しました。 

2-2. カリキュラム 
集団指導塾と異なり、生徒一人一人に合わせたカリキュラムを設定できるのがオンライン家庭教
師の魅力です。そのため、カリキュラムの自由度の高さを評価の基準としました。 

2-3. 講師の質 
オンライン家庭教師は大学生からプロ講師まで様々な講師がいます。講師の質がサービスの質
にもなる教育サービスなので、講師の質を評価の基準としました。 

2-4. サポート内容（子供向け） 
授業だけでなく、授業外の関わりもオンライン家庭教師には必要です。子供のモチベーション維
持・向上のために家庭教師のサポート内容の充実さを評価の基準としました。 

2-5. サポート内容（保護者向け） 
子供の授業の様子や成績などを保護者の方が知ることで安心とオンライン家庭教師への信頼が
生まれます。そのため、保護者へのサポート内容の充実さを評価の基準としました。 

3. 調査したオンライン家庭教師  
今回調査したのは下記のオンライン家庭教師です。 
 

オンライン家庭教師 公式サイト 

家庭教師のTo-Last(トラスト) 公式サイト 

そら塾 公式サイト 

東大先生 公式サイト 

インターネット家庭教師Netty 公式サイト 

http://www.ansin-teacher.net/
https://www.sorajuku.jp/
https://todai-sensei.jp/
https://www.katekyoinfo.com/


家庭教師の銀河 公式サイト 

オンライン家庭教師WAM 公式サイト 

オンライン家庭教師e-Live 公式サイト 

オンライン学習塾root 公式サイト 

家庭教師のナイト 公式サイト 

家庭教師ファースト 公式サイト 

トライのオンライン個別指導塾 公式サイト 

オンライン家庭教師マナリンク 公式サイト 

オンライン東大家庭教師友の会 公式サイト 

家庭教師のガンバ 公式サイト 

メガスタ 公式サイト 

プロ家庭教師アズネット 公式サイト 

スクールIEオンライン 公式サイト 

学研の家庭教師 公式サイト 

東京個別指導学院 公式サイト 

 

https://well-stone.info/
https://wam.onl/
https://xn--eckl3qmbc6976d2udy3ah35b.com/
http://onlineroot.net/
https://make-stars.net/
https://www.kyoushi1.net/
https://www.try-online.jp/kobetsu/
https://manalink.jp/
https://online.tomonokai.net/
https://xn--u9jwg7dyfm49t3cd8zao40b.jp/
https://www.online-mega.com/
https://aznet-pro.com/
https://www.schoolie-net.jp/ieonline/
https://www.kame.co.jp/
https://www.kobetsu.co.jp/
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